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資料1



2019年7月に東京では初めて
SDGs未来都市に選定

市民・企業・行政の対話を通じた
生活・環境課題産業化で実現する生活価値（QOL）共創都市 日野



SDGs未来都市計画で重視している
３つのポイント
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「対話を重視したまちづくりを推進」
急激な高齢化の進展など、社会環境変化が起こる可能性が高い。

住民・企業・行政の連携で、課題対処力があがっている地域をめざす。

「環境面でも地域内の循環を重視」
脱炭素、資源化の徹底、脱プラスチックなどが社会から求められている。
行政からの一方向的な依頼ではなく、企業・個人等とも連携していく。

「暮らしの課題とビジネスを結び付けやすく」
官民連携による社会課題解決の取組みや、共創がしやすい環境づく
りに取り組むことで、ビジネスの芽を見つけやすくなる地域をめざす。



東京でも人口減少は始まっている。
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社会境環境変化の例：東京都における人口増減の勢力図 より

作成：国勢調査（H27）・東京都資料を基に企画経営課

人口減← →人口増

東京都人口増減図（H22～H27）
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社会境環境変化の例：日野市版 SDGs取り組み中マップ より



地域を「人と出会い、チャレンジできるリアルなフィールド」として再定義し、高校生有志
が自分で活動を立ち上げるPFを構築。（関わる大人も学ぶ姿勢が大切。）
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日野市での取組み：

次世代人材育成（「持続可能な日野の未来を創る高校生チーム」）
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日野市での取組み：日野リビングラボ
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日野市での取組み：

消費意識の変化を後押し（小売り、飲食事業者さまとの連携）


